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被災者は住宅土間の砂利敷き均し、転圧作業を行っていた。 診断の結果、骨には異常が無かったためそのまま継続して作業に就いた（不休災害で処理）

ランマープレートを次の場所に移動しようと二人で持ち上げようとした時、プレートの取っ手を掴んでいた

手がコンクリートとプレートに挟まれ親指を負傷。

単純な作業であったため危険に対する意識が薄れていたこと

　調査記入時の注意点－－①　所属欄は５項目の該当する項目に○マークの記入　　　②３要因(人的･物的・管理的）に関係・該当する要因に○－重要要因と思われる事項に◎を記入してください。（添付要因資料参照）

ﾗﾝﾏｰﾌﾟﾚｰﾄを持ち上げた時、手が基礎コンとの間に挟まれる

災
害
発
生
時
記
録

発生月日　時 工事内容 個人住宅新築工事（木造２階建、敷地面積291m2、建築面積55m2）

被災者 職種 経験年 所属
初期の対策状況含む事項(写真含）

被災程度
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一次下請け
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人的
要因

災　　害　　発　　生　　要　　因

1 １．お互いに声を掛け合い、安全を確認する

７月３１日（木）１１時３０分

土工 15

右手親指爪付近打撲

同種工事の再発防止対策 コ　メ　ン　ト（追記・確認すべき事項）
物的
要因

管理的要
因

◎

挟まれ巻込まれー ２	
	


